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「
　
は
じ
め
に

日
本
語
の
語
彙
の
体
系
的
、
或
い
は
史
的
研
究
に
於
い
て
、
量
的
に
も
質
的
に
も
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
漢
語
を
ど
う
考
え
る
か
は

（1）

重
要
な
問
題
で
あ
る
。
漢
語
の
日
常
語
化
に
伴
い
、
本
来
の
意
味
を
変
化
さ
せ
た
所
謂
和
化
漢
語
が
現
れ
た
り
、
中
国
語
に
は
な
い
日
本
独

自
の
所
謂
和
製
漢
語
が
作
ら
れ
た
り
す
る
な
ど
、
様
々
な
現
象
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
漢
語
の
諸
問
題
に
関
し
て
は
、
夙
に
注
目
さ
れ
、

多
く
の
先
学
の
研
究
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
個
々
の
漢
語
の
意
味
変
化
の
発
生
過
程
、
時
代
、
類
型
等
に

っ
い
て
は
ま
だ
不
明
な
点
が
少
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
漢
語
の
意
味
変
化
を
考
え
る
に
際
し
て
は
、
そ
の
意
味
が
変
化
し
た
時
代
や
、
変
化

を
起
し
た
文
献
群
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
日
本
文
献
を
時
代
別
、
文
章
ジ
ャ
ン
ル
別
に
分
か
ち
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
詳

「
成
　
　
　
敗
」
小
　
　
　
考
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細
に
考
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
更
に
問
題
と
す
る
漢
語
と
類
義
関
係
を
成
す
他
の
語
と
の
差
異
性
を
検
討
す
る
と
共
に
、
そ
の
出
自
と

な
っ
た
中
国
語
に
於
け
る
意
味
・
用
法
と
比
較
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
か
か
る
二
の
漢
語
の
意
味
と
そ
の
変
化
に
つ
い
て
の
考
察
を

踏
ま
え
、
そ
れ
ら
を
積
み
重
ね
た
上
で
、
漢
語
の
意
味
変
化
に
於
け
る
類
型
性
を
見
出
す
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

本
稿
で
は
、
か
よ
う
な
意
図
に
基
づ
い
て
「
成
敗
」
を
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
、
日
本
で
生
じ
た
意
味
、
そ
の
意
味
の
出
所
、
時
代
等
を

解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
語
に
於
け
る
漢
語
の
意
味
変
化
の
一
類
型
を
求
め
た
い
と
思
う
。

「
成
敗
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
（
小
学
館
）
に
は
、
0
政
治
を
行
う
こ
と
、
政
務
を
執
る
こ
と
、
執
政
、
政

務
（
用
例
略
以
下
同
）
、
0
と
り
は
か
ら
う
こ
と
、
処
置
す
る
こ
と
、
工
夫
、
計
画
、
日
さ
ば
く
こ
と
、
裁
決
す
る
こ
と
、
さ
ば
き
、
裁
断
、
個

こ
ら
し
め
る
こ
と
、
処
罰
す
る
こ
と
、
し
お
き
、
㈲
特
に
罪
人
を
斬
罪
に
処
す
る
こ
と
、
打
ち
首
に
す
る
こ
と
、
お
手
討
、
囲
事
の
成
る
こ

と
と
敗
れ
る
こ
と
、
成
功
と
失
敗
、
成
功
す
る
か
失
敗
す
る
か
と
い
う
こ
と
、
勝
負
、
と
い
う
六
つ
の
意
味
が
記
さ
れ
て
い
る
。
現
行
の
他

の
国
語
辞
書
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
六
つ
の
意
味
の
間
に
は
「
成
敗
」
の
意
味
変
化
が
生
じ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

の
意
味
変
化
は
何
時
代
か
ら
、
如
何
な
る
文
献
群
に
於
い
て
起
こ
っ
た
の
か
、
又
何
故
起
こ
っ
た
か
の
要
因
等
は
説
か
れ
て
い
な
い
。
正
に

「
語
義
変
化
を
体
系
的
に
整
理
し
ょ
う
と
す
る
時
に
は
、
変
化
の
結
果
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
変
化
の
理
由
を
考
え
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で

（2）
あ
る
」
の
で
あ
る
。
こ
の
配
慮
の
も
と
に
「
成
敗
」
と
い
う
漢
語
に
関
し
て
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
先
学
の
研
究
は
管
見
に
入
ら
な
か
っ
た
。

漢
語
の
意
味
変
化
と
言
え
ば
、
和
語
と
同
じ
く
多
様
に
亘
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
意
味
変
化
に
よ
っ
て
、
本
来
属
す
る
意
味
分
野
か
ら
別

（3）

の
意
味
分
野
に
移
っ
た
も
の
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
種
の
意
味
変
化
を
意
味
の
転
用
と
称
し
、
「
成
敗
」
を
そ
の
一
例
と
し
て
考
究
す
る
。

漢
語
を
考
察
す
る
と
き
は
、
そ
の
考
察
対
象
が
漢
語
で
あ
る
こ
と
を
確
定
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
よ
み
も
明
ら
か
に
し
な
く
て
は
な
ら

（4）
な
い
。
「
成
敗
」
が
漢
語
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
よ
み
が
「
セ
イ
ハ
（
バ
）
イ
」
で
あ
る
こ
と
は
次
の
古
辞
書
と
古
文
献
か
ら
判
明
す
る
。

善
悪
南
合
口
成
敗
セ
イ
ハ
イ
（
前
田
本
色
葉
芋
類
抄
下
1
1
2
オ
⑥
畳
字
）

ミ

　

　

　

シ

ル

ス

　

タ

メ

ハ

カ

ル

　

　

を

察
三
某
所
二
録
一
席
　
圏
二
成
－
敗
一
（
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
巻
二
1
8
⑧
）



「
成
敗
」
が
漢
語
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
先
ず
中
国
文
献
に
於
け
る
「
成
敗
」
の
意
味
用
法
を
検
討
す
る
。

二
、
中
国
文
献
に
於
け
る
「
成
敗
」
の
意
味
用
法

中
国
文
献
を
そ
の
表
現
内
容
・
形
式
に
よ
っ
て
、
散
文
・
韻
文
・
漢
訳
悌
典
と
い
う
三
つ
の
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
大
き
く
分
か
ち
、
調
査
し

て
み
た
。
（
調
査
し
た
文
献
は
稿
末
に
示
し
た
）
「
成
敗
」
は
中
国
文
献
の
ど
の
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
も
使
用
さ
れ
て
い
て
、
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
る

使
用
上
の
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
以
下
、
今
回
調
査
し
得
た
用
例
を
挙
げ
、
「
成
敗
」
の
意
味
用
法
を
検
討
す
る
。
尚
、
意
味
分
析
に

際
し
て
は
、
「
成
敗
」
と
共
起
す
る
前
後
の
構
文
要
素
、
使
用
場
面
等
に
着
目
す
る
方
法
を
取
る
。

m
然
農
有
水
早
、
商
有
得
失
、
工
有
劇
則
、
仕
有
適
否
、
命
便
然
也
（
列
子
・
力
命
六
）

「
工
有
成
敗
」
と
い
う
構
文
か
ら
こ
の
「
成
敗
」
は
名
詞
用
法
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
前
後
文
の
「
得
失
」
「
適
否
」
と
い
う
対
義
的

な
意
味
の
語
と
共
に
現
れ
る
「
成
敗
」
も
そ
れ
と
同
様
に
「
技
術
工
作
に
は
出
来
不
出
来
が
あ
り
」
と
い
う
対
義
的
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。

畑
伏
義
巳
来
三
十
鈴
萬
歳
、
賢
愚
好
醜
成
l
瑚
是
非
、
無
不
消
滅
（
同
右
・
楊
朱
七
）

「
－
成
敗
－
無
不
消
滅
」
と
い
う
構
文
か
ら
こ
の
「
成
敗
」
も
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
意
味
と
し
て
は
共
起
し
て
い

る
「
賢
愚
・
好
醜
二
是
非
」
の
示
す
意
味
か
ら
「
な
る
こ
と
と
や
ぶ
れ
る
こ
と
」
と
い
う
対
義
的
意
味
を
示
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

畑
凡
望
気
、
有
大
将
気
、
有
中
将
気
、
有
小
精
気
、
有
往
気
、
有
乗
気
、
有
数
気
、
能
得
明
此
者
、
可
知
劇
醜
吉
凶
（
墨
子
・
迎
敵
両
）

「
可
知
成
敗
吉
凶
」
の
「
成
敗
」
は
名
詞
用
法
で
あ
る
。
共
起
し
て
い
る
「
吉
凶
」
を
合
せ
て
考
え
る
と
「
成
敗
」
は
「
勝
か
負
か
」
と
い

う
意
味
を
示
す
。

㈲
成
康
継
文
武
之
業
、
守
明
堂
之
制
、
観
存
亡
之
述
、
見
倒
瑚
之
攣
、
非
道
不
言
、
非
義
不
行
、
（
准
南
子
‥
王
術
訓
）

「
見
成
敗
之
攣
」
と
い
う
構
文
か
ら
「
成
敗
」
は
名
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
前
文
の
「
存
亡
」
と
共
に
考
え
れ
ば
、
「
成

功
か
失
敗
か
」
と
い
う
対
義
的
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
成

敗
」
小

考
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㈲
定
生
死
勝
、
定
成
敗
勝
、
定
依
奇
勝
（
管
子
巻
三
・
幼
官
第
八
）

「
成
敗
」
は
「
定
成
敗
」
と
い
う
構
文
の
示
す
よ
う
に
名
詞
で
用
い
ら
れ
て
、
上
接
文
の
「
生
死
」
か
ら
「
成
功
と
失
敗
」
と
い
う
対
義
的

意
味
を
示
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

㈲
子
銭
家
以
烏
廉
邑
園
在
関
東
、
関
東
副
則
未
決
莫
肯
輿
（
史
記
・
貨
殖
俸
）

「
成
敗
」
は
「
成
敗
未
決
」
の
構
文
の
示
す
如
く
名
詞
用
法
で
、
「
な
る
か
や
ぶ
れ
る
か
」
が
末
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
用
い
ら

れ
て
い
る
。

肋
今
樺
廟
勝
之
策
而
決
嘲
瑚
於
一
戦
（
後
漢
書
・
列
博
6
4
上
2
3
3
）

「
成
敗
」
は
「
決
成
敗
」
の
構
文
か
ら
名
詞
で
使
わ
れ
て
、
「
勝
か
負
か
」
を
決
す
と
い
う
意
味
を
示
す
。
例
㈲
㈲
肋
の
よ
う
な
「
成
敗
」
が

「
決
」
、
「
定
」
と
い
う
「
決
定
・
判
断
す
る
」
等
の
意
味
の
述
語
と
共
起
す
る
例
は
次
の
表
一
の
示
す
如
く
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
人
間

が
何
か
を
行
う
と
き
い
つ
も
成
功
か
失
敗
か
或
い
は
勝
か
負
か
或
い
は
出
来
る
か
出
来
な
い
か
と
い
う
選
択
ま
た
は
決
定
に
直
面
す
る
た
め

で
あ
ろ
う
。

㈱
悌
告
諸
比
丘
。
欲
従
如
来
聞
知
是
天
地
劇
鮒
時
不
。
諸
比
丘
白
彿
言
。
唯
天
中
天
。
今
正
時
。
應
烏
諸
比
丘
説
、
知
天
地
蘭
則
時
。
比

丘
従
彿
聞
（
大
楼
炭
繹
2
7
7
上
⑫
）

（5）

「
成
敗
」
は
右
に
挙
げ
た
例
と
同
じ
名
詞
用
法
で
あ
る
。
「
天
地
つ
ま
り
世
界
の
生
起
と
壊
滅
」
と
い
う
対
義
的
意
味
を
示
す
。

右
の
考
察
で
次
の
点
が
判
明
し
た
。
「
成
敗
」
は
名
詞
と
し
て
の
用
法
で
あ
る
。
使
用
場
面
は
あ
る
事
柄
の
な
る
こ
と
と
や
ぶ
れ
る
こ
と
を

い
う
も
の
で
あ
る
。
「
成
敗
」
と
共
起
す
る
述
語
の
多
く
は
「
決
・
定
・
断
」
等
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
成
敗
」
の
意
味
を
帰
納
す

れ
ば
、△

事
の
な
る
こ
と
と
や
ぶ
れ
る
こ
と

（6）

と
な
る
。
こ
れ
は
『
大
漢
和
辞
典
』
の
「
成
敗
」
の
意
味
記
述
と
一
致
す
る
。
中
国
文
献
に
於
け
る
「
成
敗
」
の
使
用
状
況
と
共
起
す
る
述



語
或
い
は
述
部
は
次
の
表
一
の
如
し
。

敗成 表

＿味意 法用 部述ま、jlv或語述 例用献文

事
の
な
る
こ
と
と
や
ぶ
れ

名滅消不無私 2子列

名 議急私記諷 5子管

名知 1子墨

名也 1博梁穀

名生見 2子南准

名
宙守壷，

晩熟於在n＝H
朱

’
於

決

，

’
明

2猟

乳
9記史

名
鼠銘監観也2屯2馳

41 書漠後
る
こ
と

弓乳亀諷不口血1ハ
乱吼

名繋 1衡論

名御 1 言法子楊

名 頼信於足取軋 2集康穏

名著 1 龍離、レ丸

名 疾何私慮L点間可不 3集籍院

名鍍 1 語新説世

名
乳島由有各

知

牒

亀

牒

猟

浣察

在
9 要政戟貞

名何口′かハ
軋呈 2詩杜

名
ロ脛乱軌温風

’
央

言

，

能

論
8 府韻文傭

名窮無 1 親大詩漠

名
吼乱逆しじム【日所トヒ「

l「17
諷牒

於

稽

在
6 典辞nH寿漢大

名
構可不島想

’
㈲

㈲

劫

不

，

’
数

知

無

風

鈷
51 経蔵大修新正大

400 計

「
成

考
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中
国
文
献
の
「
成
敗
」
は
そ
れ
を
構
成
す
る
前
部
要
素
「
成
」
と
後
部
要
素
「
敗
」
が
そ
れ
ぞ
れ
対
義
的
な
関
係
を
持
つ
独
立
し
た
二
語

の
名
詞
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
中
国
語
の
「
成
敗
」
は
日
本
語
に
入
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
。
以
下
日
本
文

献
に
於
け
る
「
成
敗
」
　
の
意
味
用
法
を
検
討
す
る
。

三
、
日
本
文
献
に
於
け
る
「
成
敗
」
の
意
味
用
法

日
本
文
献
の
「
成
敗
」
の
意
味
用
法
等
を
解
明
す
る
た
め
に
、
日
本
文
献
を
そ
の
表
現
形
式
・
内
容
よ
り
次
の
よ
う
な
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に

（7）

分
か
ち
、
時
代
別
に
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
意
味
用
法
の
上
か
ら
検
討
を
施
す
必
要
が
あ
る
。

一
、
仮
名
文
　
　
－
　
　
用
物
語
、
日
記
、
随
筆
　
佃
和
歌
集

二
、
漢
文
　
－
　
－
　
刷
漢
詩
文
　
㈲
公
家
日
記
　
㈲
古
文
書
、
古
往
来
　
㈲
法
令
、
史
書
　
の
伝
記
、
往
生
伝
の
類

三
、
和
漢
混
清
文
－
㈱
説
話
集
　
㈱
軍
記
物
　
㈹
紀
行
文
の
類
　
仙
家
訓
、
伝
記
の
類

こ
の
う
ち
「
成
敗
」
が
確
認
さ
れ
た
の
は
漢
文
と
和
漢
混
清
文
の
み
で
あ
り
、
管
見
に
入
っ
た
仮
名
文
（
注
、
調
査
し
た
仮
名
文
献
は
稿
末
に
示

し
た
）
か
ら
は
「
成
敗
」
を
検
出
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
日
本
文
献
の
「
成
敗
」
は
中
国
文
献
と
異
な
っ
て
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
る
使

用
上
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
か
か
る
異
同
は
各
文
章
ジ
ャ
ン
ル
の
性
格
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。
日
本
文
献
の
「
成
敗
」
の
使
用
状
況

は
次
頁
の
表
二
の
如
し
。

A
奈
良
時
代
文
献

先
ず
今
回
調
査
し
た
奈
良
時
代
文
献
か
ら
検
出
で
き
た
三
例
の
「
成
敗
」
の
意
味
用
法
を
検
討
す
る
。

Ⅲ
九
日
。
信
是
義
本
。
毎
事
有
信
。
其
善
悪
副
則
。
要
在
千
倍
（
日
本
書
紀
・
推
古
天
皇
1
4
4
④
）

止
君
翠
必
記
善
悪
劇
矧
無
不
存
焉
（
後
漢
書
・
列
博
5
2
1
4
右
⑧
）

止
命
以
信
順
成
、
亦
不
信
順
敗
臭
。
君
命
之
副
則
取
足
於
信
順
（
穂
康
集
巻
九
郡
⑫
）



計 敗成
献

文

象対察考

代時
薔

ジ

3 2 紀書本R
H 奈

良

漢

文

1 文通楽寧

19
（5
）

2 集文民都

平

安

1 粋文朝本蔵寺遠久

34 文遺安平

1 記右小

29記吉

2 来往衡明

9

3

8

5

2

1

484 日葉玉

鎌

倉

101 記月明

4225 鏡妻吾

21 目式敗成御

02 n
HH

力追目式敷成御

421421 6101－1文遺倉鎌

2 談事古

1 来往髪垂

1 来往嶺貴

1 来往息消

1 来往途常

1 来往筆雑

1 来往也百

2 来雁訓庭

5 語物家平本慶延
和
漢
混
清
文

3 語物家平本一覚

1 集石沙

4 訓家御殿羅波六

851113 計合

（
注
＝
（
　
）
の
数
字
は
訴
訟
に
関
す
る
解
文
等
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
成
敗
」
の
数
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
）

脚
国
之
大
事
。
安
危
成
敗
l
必
在
於
斯
（
日
本
書
紀
・
神
功
皇
后
Ⅲ
⑨
）

止
呉
漠
日
、
成
則
之
機
在
此
一
撃
（
後
漢
書
・
紀
8
9
⑥
）

止
易
者
所
以
守
凶
吉
成
則
也
（
管
子
3
7
5
1
1
）

畑
中
大
兄
日
吾
威
則
在
汝
、
汝
宜
努
力
（
寧
欒
遺
文
・
家
博
上
8
7
6
下
⑨
）

「
成

敗
」
小

考



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
八

右
に
挙
げ
た
三
例
の
「
成
敗
」
は
「
善
悪
成
敗
要
在
干
信
」
「
安
危
成
敗
必
在
於
斯
」
「
成
敗
在
汝
」
と
い
う
構
文
か
ら
名
詞
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
意
味
と
し
て
は
、
参
考
例
と
、
「
成
敗
」
に
付
随
す
る
「
善
悪
、
安
危
」
を
も
合
せ
て
考
え
れ
ば
、
「
成
功
と
失
敗
」

と
い
う
対
義
的
意
味
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
奈
良
時
代
文
献
の
「
成
敗
」
は
中
国
文
献
と
同
様
に
名
詞
の
用
法
で
、
使
用
場
面
も
意
味
も

中
国
文
献
と
一
致
し
て
い
る
と
看
取
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
当
該
時
代
の
「
成
敗
」
は
中
国
文
献
の
参
考
例
の
示
す
よ
う
に
本
来
の
中
国
語

を
そ
の
ま
ま
受
容
し
た
と
言
え
よ
う
。
次
に
平
安
時
代
文
献
の
「
成
敗
」
の
意
味
用
法
を
検
討
す
る
。

B
平
安
時
代
文
献

先
ず
漢
詩
文
に
於
け
る
「
成
敗
」
を
検
討
す
る
。
今
回
の
調
査
で
次
の
三
例
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
。

m
諸
事
大
小
。
皆
在
二
日
前
ぺ
察
二
某
所
り
線
薦
囲
二
痢
則
一
（
都
氏
文
集
7
9
1
上
⑩
）

止
馬
援
日
、
公
孫
述
不
吐
晴
走
迎
国
土
、
輿
園
威
喝
以
防
遺
失
（
後
漢
書
・
紀
3
3
1
3
⑤
）

畑
偏
秀
之
説
。
埋
存
二
浮
寧
蘭
瑚
之
機
。
関
之
冥
数
（
都
民
文
集
7
9
9
上
⑤
）

正
成
則
之
機
在
於
今
日
（
萄
志
・
諸
葛
亮
博
）

止
成
敗
之
機
在
於
察
言
（
後
漢
書
・
列
博
5
6
1
0
左
②
）

ミ

　

　

　

シ

ル

ス

　

タ

メ

ハ

カ

ル

ー

ー

ー

ー

ー

盲

畑
察
三
某
所
二
線
二
馬
＋
圏
二
成
－
敗
一
（
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
巻
二
1
8
⑧
）

右
の
三
例
の
「
成
敗
」
は
「
固
成
敗
」
「
成
敗
之
機
」
「
圏
成
敗
」
と
い
う
構
文
か
ら
名
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

中
国
文
献
と
奈
良
時
代
文
献
と
同
様
で
あ
る
。
意
味
は
中
国
文
献
の
参
考
例
を
も
考
え
合
せ
る
と
「
成
功
と
失
敗
」
と
い
う
対
義
的
意
味
を

示
す
と
見
ら
れ
る
。
平
安
時
代
の
漢
詩
文
に
於
け
る
「
成
敗
」
は
意
味
も
用
法
も
本
来
の
中
国
語
及
び
奈
良
時
代
文
献
と
一
致
し
て
い
る
た

め
、
そ
の
中
国
語
の
意
味
用
法
を
そ
の
ま
ま
摂
取
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
は
漢
詩
文
と
い
う
文
献
群
が
大
い
に
中
国
の
漢
詩
文
を
模

倣
し
、
継
承
し
て
い
る
と
い
う
性
格
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
漢
詩
文
以
外
の
漢
文
の
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
於
け
る
「
成
敗
」
を
検
討
す
る
。
そ
れ
ら
の
文
章
ジ
ャ
ン
ル
は
い
ず
れ
も
記
録
性
を
持
つ



と
い
う
共
通
点
が
存
す
る
た
め
、
こ
こ
で
古
記
録
類
と
称
し
、
一
括
し
て
考
究
す
る
。
こ
の
古
記
録
類
は
漢
詩
文
と
同
様
に
漢
字
を
駆
使
し

て
綴
っ
た
漢
文
体
の
文
章
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
漢
詩
文
と
相
違
す
る
。
専
ら
日
本
の
政
治
・
社
会
等
を
如
実
に
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
来
中
国
の
政
治
・
社
会
・
文
化
等
を
反
映
し
て
い
る
漢
語
が
こ
の
よ
う
な
古
記
録
類
に
摂
取
さ
れ
る
場
合
で
は
そ
の
反
映
の
対
象
の
違
い

が
意
味
変
化
の
原
因
と
な
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
今
回
調
査
し
得
た
平
安
時
代
の
古
記
録
類
に
於
け
る
十
六
例
の
「
成
敗
」
を

挙
げ
、
そ
の
意
味
用
法
を
検
討
す
る
。

用
件
米
、
従
去
應
和
三
年
可
春
充
者
也
者
。
然
而
且
以
御
□
内
奏
随
蘭
瑚
耳
、
若
不
被
兎
者
、
自
三
年
税
帳
可
口
、
主
税
助
以
此
由
被
申

了
、
鵠
之
如
何
之
、
（
平
安
遺
文
巻
一
4
2
2
下
③
清
胤
王
書
状
康
保
三
　
（
捕
）
年
）

「
随
成
敗
」
と
い
う
構
文
か
ら
「
成
敗
」
は
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
断
さ
れ
る
。
件
米
の
処
置
は
ど
う
す
る
か
と
い
う
場

面
で
あ
ろ
う
。
「
随
成
敗
」
は
御
口
内
奏
を
以
て
「
可
か
不
可
か
に
随
う
」
と
い
う
意
味
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
使
用
場
面
と
前
後
文
か
ら

「
成
敗
」
は
そ
の
「
可
か
不
可
か
」
の
意
味
に
は
「
処
置
・
決
定
」
の
よ
う
な
意
味
も
内
含
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

佃
十
九
日
、
辛
丑
、
大
納
言
御
酒
息
状
云
、
納
言
左
大
所
必
定
云
く
、
二
位
宰
相
若
加
可
任
軟
、
宰
相
不
可
任
云
ミ
＼
宰
相
・
左
中
弁
等

乗
、
舞
玉
、
昇
進
事
未
承
成
則
、
昨
申
入
道
殿
、
無
左
右
命
、
今
夕
可
取
案
内
、
（
小
右
記
五
巻
2
2
1
④
寛
仁
三
（
塑
年
十
二
月
）

止
件
調
庸
料
物
、
依
員
究
進
、
更
無
未
進
（
略
）
興
不
事
未
承
一
定
、
祈
藤
備
神
御
、
輿
否
之
事
自
然
定
欺
（
平
安
遺
文
一
肌
上
⑭
）

「
承
成
敗
」
の
構
文
か
ら
「
成
敗
」
は
例
Ⅲ
と
同
じ
く
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
言
え
る
。
経
通
昇
任
の
可
不
可
を
い
う
場
面

で
あ
る
。
「
未
承
成
敗
」
は
昇
進
の
事
に
つ
い
て
は
未
だ
な
る
か
な
ら
な
い
か
を
承
っ
て
い
な
い
と
い
う
意
味
を
示
す
。
但
し
使
用
場
面
と
前

後
文
の
意
味
か
ら
「
成
敗
」
は
例
Ⅲ
と
同
様
に
参
考
例
の
「
未
承
一
定
」
の
「
〓
疋
」
の
意
味
に
傾
斜
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

刷
以
前
三
箇
條
、
被
致
御
沙
汰
、
薦
被
裁
断
、
度
度
雉
言
上
、
敢
無
其
沙
汰
、
偏
可
被
弄
置
嘗
御
庄
者
、
承
左
右
一
方
、
可
随
園
衛
也
、

仇
□
今
度
威
喝
烏
令
進
止
、
重
勒
子
細
、
言
上
如
件
、
以
解
、
（
平
安
遺
文
五
巻
2
6
2
1
上
⑨
長
寛
二
（
墜
年
七
月
）

訴
訟
に
関
す
る
内
容
を
持
つ
解
文
で
、
是
非
の
判
決
を
要
す
る
場
面
で
あ
る
。
「
今
度
成
敗
」
は
「
烏
被
裁
断
度
々
錐
言
上
敢
無
沙
汰
」
の
た

「
成

放
」
小

考
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め
、
今
度
解
文
を
申
し
て
、
沙
汰
の
判
決
を
求
め
る
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
成
敗
」
は
前
文
の
「
裁
断
」
と
殆
ど
同
意
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
「
成
敗
」
は
こ
の
よ
う
に
訴
訟
を
要
求
す
る
と
い
う
特
殊
な
文
脈
に
於
い
て
本
来
の
中
国
語
と
異
な
っ
た
意
味
で
用
い
ら
れ
る

（8）

よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
「
語
が
新
し
い
意
味
で
一
回
だ
け
使
わ
れ
た
場
合
は
ま
だ
言
語
の
発
達
の
上
か
ら
は
た
い
し
た
意
味
は
な
い
」
と

（9）

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
場
面
と
文
脈
に
よ
る
「
臨
時
的
意
味
」
で
、
意
味
変
化
へ
の
過
渡
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
臨
時
的
な
意
味
が

（10）

繰
り
返
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
語
と
新
し
い
意
味
と
の
間
に
永
続
的
な
結
合
が
出
来
て
始
め
て
「
慣
用
的
意
味
」
と
し
て
確
立
す
る
。
そ
の

時
に
意
味
の
変
化
が
生
じ
る
と
言
え
よ
う
。

㈲
右
件
三
昧
供
、
嵯
峨
天
皇
御
施
大
　
富
山
井
金
剛
頂
寺
之
間
、
各
三
百
三
十
三
石
也
、
然
於
金
剛
頂
寺
者
、
任
貞
見
下
手
今
不
絶
、
於

金
剛
頑
寺
者
、
存
立
用
無
賓
、
依
之
古
法
性
寺
入
道
殿
下
　
富
国
成
醜
之
刻
、
引
膏
例
改
之
三
斗
代
免
田
、
（
同
右
m
上
⑨
宥
解
嘉
応
元
（
墜

年
八
月
）

例
畑
と
同
じ
く
訴
状
的
な
解
文
で
、
三
昧
供
井
修
造
料
の
裁
断
を
言
う
場
面
で
あ
る
。
「
富
国
成
敗
之
刻
」
は
当
事
国
の
国
司
が
「
引
曹
例
改

之
」
の
下
接
文
の
意
味
か
ら
「
な
る
か
な
ら
な
い
か
」
と
い
う
よ
り
「
裁
断
す
る
」
と
理
解
す
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
「
成
敗
」
は
サ
変
動

詞
的
な
用
法
と
思
わ
れ
る
。

㈲
所
令
申
給
之
粉
河
寺
領
栗
栖
庄
事
、
是
則
往
古
之
寺
領
也
、
不
可
及
新
儀
之
妨
事
欺
、
早
任
寺
解
可
令
副
則
給
之
由
所
候
也
、
（
同
右
巻

八
3
1
8
1
上
⑧
元
暦
二
（
墜
年
七
月
）

寺
領
の
確
保
の
訴
え
を
言
う
場
面
で
あ
る
。
「
可
令
成
敗
給
」
と
い
う
構
文
か
ら
「
成
敗
」
は
サ
変
動
詞
的
な
用
法
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
意

味
と
し
て
は
早
く
寺
解
に
任
せ
て
裁
断
す
べ
し
と
な
る
。

㈲
被
停
越
訴
事
、
代
々
停
止
之
宣
旨
推
薦
分
明
、
一
向
被
停
止
越
訴
之
條
、
非
無
人
愁
、
但
又
烏
祭
官
成
執
事
、
不
叙
用
甲
乙
人
等
訴
申

之
條
（
吉
記
二
郡
上
⑤
）

訴
訟
の
場
面
で
あ
る
。
「
成
敗
」
は
例
畑
㈲
佃
と
同
じ
裁
断
と
い
う
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。



肋
越
訴
事
、
以
正
直
之
沙
汰
、
劇
廟
之
由
雄
相
存
、
可
賢
者
之
一
失
、
（
略
）
即
奏
聞
、
一
度
一
失
又
恩
渉
成
敗
事
等
可
鳥
顕
然
。
（
書
記
二

3
8
7
下
③
）

直
訴
の
事
を
い
う
場
面
で
あ
る
。
「
成
敗
」
は
裁
断
、
処
置
等
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

㈱
五
日
丁
亥
、
天
晴
、
勇
繁
務
等
親
了
、
午
後
参
殿
下
（
書
記
一
1
0
8
下
④
）

政
務
の
処
理
を
言
う
場
面
で
あ
る
。
「
成
敗
」
は
サ
変
動
詞
的
に
用
い
ら
れ
て
、
共
起
す
る
「
繁
務
等
」
と
い
う
対
象
の
示
す
意
味
か
ら
「
繁

務
等
を
と
り
は
か
ら
う
」
と
い
う
意
味
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
㈱
㈹
加
地
細
雨
の
「
成
敗
」
も
例
㈱
と
同
様
に
そ
の
使
用
場
面
や
「
成

敗
」
と
共
起
す
る
対
象
が
い
ず
れ
も
政
務
等
に
関
す
る
事
柄
と
な
る
こ
と
か
ら
政
務
等
を
処
理
・
処
置
す
る
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
察

知
さ
れ
る
。

㈱
今
日
種
々
成
敗
l
如
雲
霞
、
先
欲
参
殿
下
之
虞
御
出
了
云
々
（
書
記
一
1
5
1
上
⑤
）

㈹
廿
一
日
丁
酉
、
賓
客
贋
札
等
成
威
矧
之
後
午
斜
参
院
（
同
右
1
6
7
上
⑦
）

㈹
廿
三
日
己
亥
、
毎
事
成
痢
則
了
、
未
剋
参
院
、
（
同
右
1
6
7
下
⑦
）

㈹
維
可
早
参
、
申
文
等
追
々
到
来
成
敗
l
之
間
、
頗
所
遅
々
也
（
同
右
2
5
1
上
⑩
）

㈹
又
目
録
合
御
鮎
下
給
之
、
或
以
詞
仰
給
、
成
矧
区
分
不
能
一
二
、
逐
電
参
内
（
同
右
2
5
1
下
⑨
）

㈹
欲
早
参
之
虞
、
蘭
矧
芳
多
之
間
、
自
然
及
停
午
参
院
（
書
記
二
1
0
6
下
⑩
）

ノ

　

リ

　

　

　

キ

　

ル

コ

ヂ

モ

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ト

㈹
賀
茂
祭
以
後
可
有
二
小
除
目
乏
由
云
々
。
所
望
之
事
成
敗
l
難
レ
計
。
呈
非
二
天
運
車
（
明
衡
往
来
2
7
7
⑤
）

止
博
聞
、
今
日
延
引
、
来
五
日
拍
子
合
井
国
司
除
目
云
々
、
烏
家
所
望
事
度
々
令
付
左
近
、
刻
矧
翻
萄
之
由
、
今
日
猶
示
送
（
明
月
記
二
1
9
6

上
⑧
）

小
除
目
の
昇
進
を
期
待
す
る
場
面
で
あ
る
。
「
成
敗
」
は
参
考
例
の
「
未
知
許
否
」
と
ほ
ぼ
同
意
で
、
所
望
の
事
－
昇
進
が
出
来
る
か
出
来
な

い
か
難
レ
計
と
い
う
意
味
を
表
す
。

「
成

敗
」
小

考



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

㈹
賢
年
ノ
男
哲
男
所
望
ノ
副
鮒
如
何
鰐
（
同
右
3
3
0
③
）

場
面
は
例
個
と
同
じ
く
「
成
敗
」
は
昇
進
に
な
る
か
な
ら
な
い
か
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

一

一

一

一

一

一

以
上
今
回
調
査
し
た
平
安
時
代
の
古
記
録
類
に
於
け
る
「
成
敗
」
を
検
討
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
次
の
点
が
判
明
し
た
。
用
法
と
し
て
は
本

来
の
中
国
語
の
名
詞
以
外
に
は
サ
変
動
詞
的
な
も
の
も
あ
る
。
使
用
場
面
は
訴
訟
・
昇
進
・
政
務
等
の
判
定
・
処
置
を
い
う
も
の
も
現
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
中
国
文
献
と
異
な
っ
た
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
こ
の
異
同
は
両
者
の
意
味
の
差
異
に
大
い
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

そ
の
「
成
敗
」
　
の
意
味
を
帰
納
す
れ
ば

0
　
事
の
な
る
こ
と
と
や
ぶ
れ
る
こ
と

0
　
事
の
処
置
・
判
決
・
処
理

と
二
つ
に
大
別
で
き
る
。
H
は
本
来
の
中
国
語
の
意
味
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
日
は
本
の
中
国
語
の
「
決
（
定
・
断
）
成
敗
」
と
い
う

二
つ
の
意
味
が
、
「
成
敗
」
単
独
で
表
さ
れ
、
変
化
が
生
じ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
変
化
の
発
生
は
元
来
の
中
国
語
の
名
詞
用
法
と
異
な
っ
た

サ
変
動
詞
的
な
用
法
が
現
れ
た
こ
と
に
大
き
く
関
与
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

平
安
時
代
に
於
け
る
「
成
敗
」
は
、
漢
詩
文
に
於
い
て
は
中
国
文
献
の
意
味
用
法
を
受
容
し
た
が
、
古
記
録
類
で
は
本
来
の
中
国
語
を
継

受
し
っ
つ
、
新
し
い
意
味
用
法
が
派
生
し
て
き
た
。
但
し
、
そ
の
新
し
い
意
味
用
法
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
文
献
と
用
例
と
の
量
が
ま
だ

少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
が
定
着
し
た
と
は
言
い
難
か
ろ
う
。
い
わ
ば
「
慣
用
的
意
味
」
と
し
て
揺
れ
て
い
る
段
階
に
在
る
と

も
言
え
よ
う
。
次
に
鎌
倉
時
代
文
献
の
「
成
敗
」
　
の
意
味
用
法
に
検
討
を
加
え
る
。

C
鎌
倉
時
代
文
献

鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
「
成
敗
」
は
右
に
挙
げ
た
表
二
に
示
し
た
如
く
使
用
文
献
と
用
例
数
は
前
の
両
時
代
を
遥
か
に
上
回
っ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
る
。
特
に
和
漢
混
清
文
に
も
「
成
敗
」
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
中
国
語
出
自
で
、
前
の
両
時
代
で
書
記
言
語
と
し
て
し
か

用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
「
成
敗
」
が
日
常
用
語
に
変
身
し
た
こ
と
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
多
用
の
一
因
は
「
成
敗
」
　
の
日
常



（11）

語
化
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
亦
、
貞
永
年
間
に
成
立
し
た
鎌
倉
幕
府
の
基
本
法
典
1
『
御
成
敗
式
目
』
と
す
ら
名
付
け
ら
れ
た
こ
と
も
当
時
代

の
「
成
敗
」
の
多
用
振
り
を
よ
く
物
語
る
傍
証
と
な
り
得
よ
う
。
以
下
、
先
ず
古
記
録
類
の
「
成
敗
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
、
康
永
二
年

に
書
写
さ
れ
た
『
御
成
敗
式
目
』
（
古
典
保
存
会
）
の
「
成
敗
」
を
中
心
に
検
討
す
る
。
周
知
の
如
く
『
御
成
敗
式
目
』
は
全
文
五
十
「
ヵ
条
か

ら
な
り
、
武
家
法
の
公
家
法
に
対
す
る
自
立
を
自
覚
し
た
鎌
倉
幕
府
の
裁
判
規
範
で
あ
る
。
か
よ
う
な
『
御
成
敗
式
目
』
に
は
「
成
敗
」
が

十
二
例
見
え
た
。

Ⅲ
於
二
先
々
珊
瑚
壷
。
不
レ
論
二
理
非
示
レ
及
二
改
沙
汰
ペ
至
二
日
今
後
一
者
可
レ
守
二
此
状
包
（
群
書
類
従
本
「
上
①
）

こ

脚
第
六
甲
司
領
－
家
珊
瑚
不
）
及
二
関
－
東
御
－
［
T
大
壷
（
康
永
二
年
本
）

テ

　

　

　

　

　

　

ヲ

畑
次
不
レ
帯
レ
本
崩
甲
状
致
レ
起
読
壷
諸
由
庄
由
井
神
立
悌
l
寺
領
以
二
本
－
所
撃
兢
一
可
レ
脛
レ
訴
よ
聖
之
虞
不
レ
帯
其
－
状
者
紙
背
レ
道

l
理
欺
自
ム
「
以
l
後
不
レ
及
二
成
敗
坤
奏
（
同
右
）

こ

㈲
但
苧
時
給
人
有
レ
罪
科
乏
時
本
主
守
レ
其
－
次
一
企
二
訴
l
訟
壷
不
〉
能
二
禁
制
一
欺
次
代
々
御
倒
凰
畢
後
擬
二
申
－
乱
壷
依
レ
無
レ
其
壷
被
レ

ー

　

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

タ

弄
置
之
輩
歴
レ
歳
－
月
之
後
企
レ
訴
義
之
條
存
－
知
之
旨
罪
⊥
科
不
〉
軽
自
－
今
以
遠
不
〉
顧
〉
代
l
々
成
－
敗
一
猥
致
レ
甲
々
濫
読
者
須
以
二
不

へ
シ

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

ヲ

ー
賛
之
子
－
細
一
被
三
書
【
載
二
所
l
帯
之
澄
文
一
央
（
同
右
）

ニ

　

　

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ト

　

　

　

　

ヲ

　

　

　

　

ニ

㈲
（
二
十
六
）
右
可
〉
任
二
父
母
之
意
乏
由
具
以
載
二
先
條
壷
仇
就
二
先
判
之
寧
雉
〉
給
二
安
堵
御
幸
文
衰
親
侮
還
之
於
譲
二
他
子
者
任
ニ

こ

後
判
之
譲
奇
）
有
二
彿
劇
固
央
（
同
右
）

ト

ク

ル

　

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

ヲ

㈲
冊
遂
二
間
－
注
〓
輩
不
）
相
－
待
御
成
醜
一
執
封
進
権
門
之
書
状
壷
（
同
右
）

テ

キ

ニ

　

　

ニ

刑
楷
一
依
レ
無
二
道
l
理
示
）
蒙
二
親
＝
謝
壷
夢
奉
】
行
人
之
偏
－
頗
一
由
訴
－
申
事
（
同
右
）

の
依
レ
無
道
理
不
蒙
御
薗
執
筆
烏
奉
行
人
偏
頗
由
訴
申
事
（
中
世
政
治
社
会
思
想
上
御
成
敗
式
目
空

欄
依
無
道
理
不
豪
御
成
敗
l
輩
烏
奉
行
人
偏
頗
由
訴
申
事
（
鎌
倉
遺
文
六
御
成
敗
式
目
3
7
9
下
⑮
）

間
依
レ
無
二
道
理
示
レ
蒙
二
御
捌
謝
乏
輩
夢
奉
行
人
偏
頗
一
之
由
訴
申
事
。
（
群
書
類
従
本
七
下
④
）

「
成

敗
」
小

考
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鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

マ

ウ

　

　

　

ヤ

ヽ

モ

ス

レ

ハ

　

　

　

ヲ

　

　

ー

　

　

　

　

　

ス

　

キ

ニ

　

ラ

イ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

（
冊
六
）
猛
悪
之
輩
動
　
　
企
－
謀
訴
一
成
－
敗
之
虞
非
無
二
煩
一
自
今
以
後
遣
二
葉
検
便
一
礼
コ
明
本
跡
一
（
康
永
二
年
本
）

（
冊
五
）
右
無
二
軋
－
決
之
儀
一
有
二
御
成
－
放
一
者
不
）
謂
二
犯
否
】
定
始
二
欝
】
憤
一
欺
者
早
究
二
淵
底
一
可
）
被
二
禁
断
一
央
（
同
右
）

ク

　

イ

ノ

㈹
冊
六
所
領
得
－
替
之
時
前
司
新
司
沙
汰
事

ニ

右
於
二
所
富
年
貢
一
考
可
）
烏
新
司
之
魂
則
一
至
二
私
】
物
雑
⊥
具
井
所
－
従
牛
】
馬
等
一
者
新
司

不
及
二
抑
－
留
一
（
同
右
）

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ト

　

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ケ

ム

カ

タ

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

価
冊
九
両
方
讃
－
文
理
－
非
顕
然
時
擬
）
遂
封
決
壷
　
右
彼
此
響
文
理
－
非
懸
隔
之
時
老
雄
）
不
）
遂
二
封
決
壷
可
有
二
御
蘭
図
央
（
同
右
）

ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

ス

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ

㈹
凡
御
評
定
之
間
於
二
理
非
一
者
不
）
可
）
有
二
好
l
悪
貞
道
】
埋
之
所
）
推
心
中
存
知
不
博
二
傍
輩
示
恐
二
権
門
毎
出
二
詞
也
御
薗
執
事
切
之

候
々
　
（
同
右
）

右
に
例
示
し
た
『
御
成
敗
式
目
』
　
の
「
成
敗
」
は
い
ず
れ
も
訴
訟
に
関
す
る
場
面
で
用
い
ら
れ
て
い
て
、
幕
府
の
訴
訟
等
に
対
し
て
の
判
決

或
い
は
処
理
と
い
う
意
味
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
例
の
の
よ
う
に
康
永
二
年
本
及
び
群
書
類
従
本
の
「
裁
許
」
に
対
し
て
鎌
倉
遺

文
と
岩
波
日
本
思
想
大
系
本
が
「
成
敗
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
成
敗
」
が
「
裁
許
」
の
意
味
を
表
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
察
さ
れ

る
。
貞
永
よ
り
数
年
後
に
新
規
定
追
加
を
し
た
『
御
成
敗
式
目
追
加
』
に
用
い
ら
れ
て
い
る
二
十
例
の
「
成
敗
」
も
同
じ
意
味
で
使
用
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
成
敗
」
が
武
家
法
と
い
う
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
は
多
用
さ
れ
て
、
平
安
時
代
に
派
生
し
た
新
し
い
意
味
の

固
定
化
を
見
せ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
尚
、
用
法
と
し
て
は
本
来
の
中
国
語
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
奈
良
平
安
両
時
代
文
献
に
も
見
え
な

か
っ
た
、
敬
意
を
示
す
接
頭
辞
「
御
」
を
冠
す
る
「
御
成
敗
」
が
現
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
「
成
敗
」
の
日
常
語
化
の
反
映

の
一
つ
で
、
所
謂
和
化
漢
語
に
な
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

次
に
鎌
倉
時
代
の
他
の
古
記
録
類
に
於
け
る
「
成
敗
」
を
見
て
み
よ
う
。

㈹
帯
二
院
宣
一
巡
訂
検
畿
内
近
国
一
成
項
期
土
民
訴
訟
ペ
　
（
吾
妻
鏡
1
6
0
⑩
）

「
成
敗
」
は
サ
変
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
、
土
民
の
訴
訟
を
裁
断
或
い
は
処
理
す
る
と
い
う
意
味
を
示
す
。

㈱
依
ニ
ロ
日
仰
一
相
封
鱒
揖
政
一
之
虞
、
猶
不
レ
能
レ
成
コ
敗
朝
務
一
之
由
（
玉
葉
三
皿
下
③
）



「
成
敗
」
は
例
個
と
同
じ
サ
変
動
詞
の
用
法
で
、
そ
れ
と
共
起
す
る
対
象
「
朝
務
」
　
の
示
す
意
味
か
ら
「
朝
務
」
を
取
り
は
か
ら
う
意
で
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

個
井
文
書
許
錐
レ
令
二
内
覧
一
萬
機
不
レ
可
二
成
蝋
一
云
々
（
同
右
湖
上
⑳
）

「
成
敗
」
は
サ
変
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
、
萬
機
即
ち
種
々
の
政
務
を
執
る
と
い
う
意
味
を
示
す
。

残
り
の
鎌
倉
時
代
の
古
記
録
類
に
於
け
る
「
成
敗
」
も
右
の
方
法
を
以
て
検
討
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
右
に
例
示
し
た
「
成
敗
」

の
意
味
用
法
と
一
致
し
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
つ
ま
り
鎌
倉
時
代
の
古
記
録
類
で
の
「
成
敗
」
は

△
事
の
処
置
・
判
決
・
処
理

と
い
う
一
つ
の
意
味
の
み
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
本
来
の
中
国
語
の
意
味
は
完
全
に
消
え
て
い
る
こ
と
が
言
え
よ
う
。
そ
う
す
る
と
、
本
来

の
中
国
語
の
「
成
敗
」
　
の
意
味
は
如
何
な
る
語
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
現
れ
て
く
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
程
に
解

れ
た
い
と
思
う
。
同
じ
古
記
録
類
と
い
う
も
の
の
、
平
安
と
鎌
倉
両
時
代
の
間
に
は
意
味
と
使
用
量
と
の
顕
著
な
格
差
が
存
在
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
何
故
こ
の
よ
う
な
異
同
が
発
生
し
た
の
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
三
点
が
考
え
ら
れ
る
。

三
は
貴
族
社
会
か
ら
武
士
社
会
に
変
わ
っ
た
と
い
う
社
会
の
変
革
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
『
古
事
談
』
（
噺
紺
国
史
大

系
第
十
八
巻
）
　
に
次
の
エ
ビ
ソ
ー
ト
が
記
さ
れ
て
い
る
。

覚
猷
檜
正
臨
終
之
時
。
可
二
処
分
一
之
由
。
弟
子
等
勧
レ
之
。
再
三
之
後
。
乞
コ
寄
硯
紙
等
一
書
之
其
状
云
。
虞
分
ハ
可
レ
依
二
腕
力
云
々
。

遂
入
滅
。
其
後
白
川
院
間
口
食
此
事
ぺ
房
中
可
レ
然
弟
子
後
見
ナ
ド
ヲ
召
寄
テ
。
令
レ
注
二
遺
財
等
べ
エ
モ
イ
ハ
ズ
分
配
給
云
々
（
第
三
慣
行

7
1
①
）

こ
の
説
話
の
中
で
弟
子
に
勧
め
ら
れ
て
遺
言
状
に
「
処
分
は
腕
力
に
依
る
べ
し
」
と
記
し
た
と
い
う
覚
猷
檜
正
と
は
、
か
の
著
名
な
『
鳥
獣

戯
画
』
　
の
作
者
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
白
河
院
は
こ
れ
を
聞
き
伝
え
て
、
「
腕
力
」
で
以
て
遺
財
を
奪
い
、
処
分
し
た
と
い
う
。

（12）

中
世
と
は
正
に
こ
の
「
腕
力
」
　
こ
そ
が
物
を
言
っ
た
社
会
で
あ
る
。
腕
力
に
優
れ
た
人
間
が
世
の
中
を
制
し
、
遂
に
武
士
の
社
会
が
作
ら
れ

「
成

放
」
小

考
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二
二
六

た
。
だ
が
「
腕
力
」
の
み
が
す
べ
て
で
は
な
か
っ
た
。
覚
猷
が
再
三
乞
わ
れ
た
末
に
、
あ
の
文
言
を
処
分
状
に
書
い
た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る

（13）

よ
う
に
、
常
に
文
書
な
る
も
の
が
作
成
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
「
文
書
の
埋
」
が
「
腕
力
」
と
も
ど
も
変
革
を
遂
げ
た
中
世
社
会
を
支

配
し
た
と
も
言
え
よ
う
。
例
え
ば
、
こ
の
時
期
の
訴
訟
は
証
文
を
副
え
て
「
調
度
文
書
埋
」
等
に
任
せ
て
裁
下
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
の

が
通
例
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
「
腕
力
」
が
中
世
社
会
の
最
も
代
表
的
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
ど
も
、
こ
の
「
文
書
の
理
」
を
真
向
か
ら

否
定
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
中
世
社
会
に
於
い
て
手
続
と
い
い
、
法
理
と
い
い
、
著
し
く
発
展
を
み
た
訴
訟
制
度
も

こ
の
「
文
書
の
埋
」
と
深
く
関
係
し
て
い
る
。
「
成
敗
」
の
多
用
は
社
会
変
革
を
も
た
ら
し
た
「
腕
力
」
と
「
文
書
の
理
」
に
一
因
を
求
め
る

こ
と
が
出
来
よ
う
。
こ
れ
は
表
二
の
示
す
よ
う
に
『
鎌
倉
遺
文
』
を
中
心
と
す
る
用
例
及
び
他
文
献
に
用
い
ら
れ
て
い
る
2
9
例
の
「
成
敗
」

が
「
腕
力
」
に
対
し
て
「
文
書
の
埋
」
に
よ
る
訴
状
的
な
性
格
を
持
つ
解
文
等
に
現
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
察
知
さ
れ
る
。

（14）

中
世
は
律
令
制
的
古
代
国
家
と
幕
府
の
中
世
国
家
と
の
併
存
し
た
社
会
の
た
め
、
両
権
力
が
相
互
に
く
み
こ
ま
れ
て
お
り
、
様
々
な
乳
轢

が
起
こ
っ
て
く
る
。
特
に
王
朝
・
公
家
の
土
台
で
あ
る
公
領
荘
園
に
幕
府
の
代
理
人
と
し
て
の
守
護
・
地
頭
が
置
か
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

荘
園
の
経
済
等
を
巡
っ
て
両
権
力
の
間
に
は
蔦
藤
が
絶
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
訴
訟
が
次
に
挙
げ
る
例
の
よ
う
に
「
文
書
の
理
」

に
則
っ
て
各
自
に
行
わ
れ
る
。
「
成
敗
」
を
多
用
さ
せ
た
も
う
一
つ
の
要
因
は
そ
う
い
う
二
重
の
社
会
体
制
に
も
求
め
ら
れ
よ
う
か
。

△
因
並
寺
僧
等
錐
致
訴
訟
、
未
預
剖
断
之
間
、
業
資
忽
率
数
多
之
軍
兵
、
猥
擬
殺
害
寺
家
使
者
之
虞
、
（
略
）
佃
且
繹
奏
聞
、
巳
令
鰯
沙
汰

（
源
頼
朝
）

前
右
大
将
軍
、
業
資
所
行
不
嘗
之
由
有
威
喝
巳
是
伽
藍
之
散
人
也
、
（
略
）
望
請
鹿
凰
剖
（
鎌
倉
遺
文
三
8
9
上
⑧
八
傑
院
撃
内
廊
下
文
）

△
口
前
條
々
内
、
蓮
妙
者
帯
宰
府
之
裁
断
、

（以）

（

帯

カ

）

l

家
門
者
□
守
護
之
成
敗
、
府
宣
之
上
、
錐
不
及
子
細
、
社
司
之
訴
難
獣
而
止
之
間
、
（
同
右
2
3
5

上
③
関
東
下
知
状
）

更
に
も
う
一
つ
は
、
政
治
の
中
心
と
な
っ
た
武
士
が
『
御
成
敗
式
目
』

の
示
す
が
如
く
支
配
権
と
統
治
権
を
確
保
す
る
た
め
に
司
法
権
を

確
立
さ
せ
、
公
家
法
と
異
な
る
表
現
を
求
め
、
武
家
法
の
特
色
を
鮮
明
に
打
ち
出
そ
う
と
い
う
意
識
に
も
「
成
敗
」
の
多
用
の
一
因
が
考
え

ら
れ
よ
う
。
こ
れ
は
『
御
成
敗
式
目
』
が
直
接
に
影
響
を
受
け
た
『
法
曹
至
要
抄
』
及
び
『
法
曹
至
要
抄
』
が
継
受
し
た
『
律
令
』
、
更
に
平



安
後
期
に
成
立
し
た
と
言
わ
れ
る
他
の
公
家
法
『
法
曹
類
林
』
　
に
は
「
成
敗
」
が
見
え
ず
、
次
の
例
の
よ
う
に
「
判
断
」
「
裁
断
」
「
裁
」
等

の
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
伺
え
る
。
特
に
鎌
倉
初
期
、
坂
上
明
基
撰
の
法
制
書
『
裁
判
至
要
抄
』
で
は
、
出
挙
売
買
・
相
続
な

（15）

ど
の
民
事
裁
判
に
関
す
る
条
項
三
十
三
条
を
収
め
、
律
令
格
式
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
『
御
成
敗
式
目
』
に
近
付
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

社
会
の
現
実
に
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
時
期
に
せ
よ
、
内
容
に
せ
よ
、
『
御
成
敗
式
目
』
と
相
似
て
い
る
点
が
多
く
存
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
『
裁
判
至
要
抄
』
に
は
「
成
敗
」
が
見
え
ず
に
、
そ
の
替
り
に
「
断
」
等
の
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
御
成
敗
式
目
』

の
撰
者
北
条
重
時
等
が
「
成
敗
」
を
以
て
公
家
法
と
の
違
い
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
意
識
を
よ
く
反
映
し
て
く
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

△
凡
競
田
判
得
巳
耕
種
者
。
後
雄
二
改
判
り
苗
入
二
種
入
り
耕
而
未
レ
種
者
。
酬
二
其
功
力
べ
末
レ
脛
二
晰
劉
強
耕
種
者
。
首
従
二
地
判
べ
（
田
令

第
九
）

△
先
奏
請
議
。
議
定
奏
功
（
名
例
律
第
一
）

△
案
レ
之
監
臨
之
官
錐
レ
受
二
有
人
財
4
判
断
不
二
鵠
曲
。
法
者
也
。
（
群
書
類
従
第
四
輯
　
法
曹
至
要
抄
上
9
1
上
⑩
）

△
不
レ
論
人
之
高
下
ペ
彼
勘
酎
ペ
然
而
五
位
以
上
留
レ
身
聴
剖
（
略
）
然
後
随
レ
裁
下
行
之
。
（
同
右
中
賊
上
⑤
）

△
若
未
レ
被
二
親
判
之
間
。
甲
強
耕
種
者
不
レ
可
レ
頒
井
可
レ
輿
レ
乙
也
。
所
謂
従
レ
地
判
是
也
。
（
同
右
中
1
1
3
下
⑫
）

△
按
レ
之
。
相
論
未
レ
断
l
之
間
。
張
而
耗
種
者
。
得
レ
埋
之
者
取
二
其
作
華
可
二
領
知
べ
　
（
同
右
裁
判
至
要
抄
8
1
8
①
）

△
而
毎
度
以
二
勅
定
義
劃
謝
者
也
。
（
聯
紺
国
史
大
系
2
7
巻
法
曹
類
林
・
公
務
八
3
1
⑥
）

△
凡
厭
諸
司
之
政
、
須
レ
請
二
宮
之
判
－
也
。
（
同
右
3
8
④
）

尚
、
「
成
敗
」
の
使
用
さ
れ
て
い
る
文
章
が
将
軍
幕
府
等
に
関
す
る
も
の
の
多
い
こ
と
か
ら
も
武
家
法
の
特
色
が
伺
え
る
。
例
え
ば
次
の
例

の
如
く
同
じ
『
鎌
倉
遺
文
』
で
は
、
将
軍
の
書
状
に
は
「
成
敗
」
、
天
皇
・
院
の
宣
旨
・
院
鹿
文
に
は
「
天
裁
」
「
應
裁
」
が
使
い
分
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
そ
の
証
左
の
一
つ
と
な
る
。

△
仇
衆
徒
可
停
止
重
家
之
結
構
之
旨
、
錐
鰯
遣
候
、
云
彼
云
是
、
其
以
庄
領
候
、
依
不
能
私
成
敗
l
候
（
鎌
倉
遺
文
一
1
6
下
⑧
源
頼
朝
書
状
）

「
成

敗
」
小

考



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

△
致
御
年
貢
巳
下
沙
汰
事
、
右
、
諸
国
庄
地
頭
成
敗
之
條
者
、
鎌
倉
進
止
也
（
同
右
3
4
上
⑫
源
頼
朝
下
文
）

△
是
依
故
右
大
将
家
御
威
則
旨
、
停
止
甲
乙
輩
濫
妨
（
同
右
三
2
4
0
上
①
関
東
下
知
状
案
）

△
云
彼
云
此
埋
致
若
斯
裁
断
之
虞
誰
謂
非
按
或
望
請
刃
劃
（
同
右
二
2
1
上
⑩
天
皇
宣
旨
）

△
事
烏
傍
例
、
被
裁
断
謂
非
接
乎
、
望
請
矧
劃
准
傍
例
（
同
右
3
3
2
上
⑫
役
鳥
羽
院
應
下
文
）

鎌
倉
時
代
の
古
記
録
類
に
於
け
る
「
成
敗
」
が
平
安
時
代
よ
り
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
原
因
は
右
に
挙
げ
た
三
点
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
以
下
和
漢
混
清
文
で
の
「
成
敗
」
の
意
味
用
法
を
検
討
す
る
。

先
ず
、
北
条
重
時
家
訓
と
な
る
『
六
波
羅
殿
御
家
訓
』
（
岩
波
日
本
思
想
大
系
本
）
の
四
例
の
「
成
敗
」
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

Ⅲ
人
ノ
過
ヲ
墾
一
ロ
ス
ル
者
ア
ラ
ン
こ
、
其
ヲ
聞
テ
、
無
二
左
右
一
成
則
ス
ル
事
、
努
々
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
何
二
不
思
議
二
思
ト
モ
態
ヲ
静
テ
、

今
一
方
ニ
、
是
ニ
ヨ
リ
猶
道
理
ヤ
ア
ル
ラ
ン
ト
思
ヒ
テ
、
両
方
ヲ
聞
合
セ
テ
、
是
非
二
付
テ
劇
醜
ス
ベ
シ
。
全
ク
親
疎
ニ
ヨ
ル
ベ
カ
ラ

ズ
。
タ
ゞ
道
理
こ
ヨ
ル
ベ
キ
也
。
（
3
1
3
④
）

「
成
敗
」
は
サ
変
動
詞
で
、
人
の
諌
言
を
聞
い
て
即
座
に
判
断
す
る
こ
と
が
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
両
方
の
話
し
を
聞
き
合
わ
せ
た
上

で
処
置
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
次
の
二
例
も
例
Ⅲ
と
同
じ
く
判
断
・
処
置
の
意
味
を
示
す
。

拗
殿
原
ノ
身
ニ
ハ
、
成
威
期
ヨ
ク
シ
テ
、
物
ノ
道
理
ヲ
知
り
、
弓
箭
ノ
道
ヲ
タ
テ
ガ
ラ
ス
ベ
シ
。
（
3
1
4
②
）

畑
人
の
珊
瑚
わ
ろ
か
ら
ん
は
、
後
に
人
に
申
あ
は
す
べ
し
（
極
楽
寺
殿
御
消
息
3
2
8
⑮
）

右
の
「
成
敗
」
の
意
味
用
法
は
重
時
等
の
撰
し
た
『
御
成
敗
式
目
』
と
相
通
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
次
に
他
の
和
漢
混
清
文
の
「
成
敗
」

を
検
討
す
る
。

㈲
イ
カ
ナ
ル
賢
王
聖
王
ノ
御
政
モ
撮
政
関
白
ノ
成
成
則
ヲ
モ
人
ノ
キ
カ
メ
所
こ
テ
ハ
ナ
ニ
ト
ナ
ク
代
こ
ア
マ
サ
レ
ク
ル
イ
ク
ツ
ラ
者
ノ
カ
タ

フ
ク
事
ハ
常
習
也
（
延
慶
本
平
家
物
語
第
一
本
2
5
ウ
②
）

㈲
又
い
か
な
る
賢
王
賢
主
の
御
政
も
棟
政
関
白
の
御
成
成
廟
も
、
世
に
あ
ま
さ
れ
た
る
い
た
づ
ら
者
な
（
ン
）
ど
の
、
人
の
き
か
ぬ
所
に
て
、



な
に
と
な
う
そ
し
り
傾
け
申
事
は
つ
ね
の
習
な
れ
ど
も
（
寛
一
本
巻
一
9
1
⑤
）

「
成
敗
」
は
前
接
文
の
帝
王
の
「
御
政
」
に
対
し
て
揖
政
関
白
の
「
政
務
を
執
る
或
い
は
処
置
す
る
」
と
い
う
意
味
を
示
す
。

マ
シ
マ
ス

㈲
依
テ
状
－
㌦
案
ル
。
子
細
ヲ
在
二
神
明
和
－
合
↓
而
ル
。
点
二
定
シ
テ
吉
日
づ
進
二
発
旅
】
路
㌘
以
テ
人
－
力
づ
不
四
可
三
城
敗
l
㌶
之
㌢
（
延
慶
本
平
家
物
語
第
一

本
7
3
ウ
⑦
）

「
成
敗
」
は
サ
変
動
詞
の
用
法
で
、
「
之
を
判
断
す
る
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

㈲
三
千
人
一
同
二
愈
議
ス
ト
聞
エ
ケ
レ
ハ
山
門
ノ
上
綱
ヲ
召
テ
衆
徒
申
所
口
可
有
御
威
則
乏
由
被
仰
下
一
（
同
右
接
ウ
⑤
）

「
成
敗
」
は
「
衆
徒
申
所
」
に
対
し
て
の
裁
断
受
示
す
。
以
下
の
「
成
敗
」
の
意
味
用
法
も
右
に
挙
げ
た
例
と
変
わ
る
こ
と
な
く
事
の
処
置
・

判
決
・
処
理
と
い
う
意
で
使
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

肋
騒
ガ
ヌ
鉢
こ
テ
宣
ケ
ル
ハ
　
「
衆
徒
ノ
所
被
申
一
尤
其
謂
レ
ア
リ
但
人
ヲ
損
ル
ハ
君
ノ
御
難
タ
ル
へ
キ
非
例
ヲ
被
訴
申
一
間
夕
御
裁
許
遅
々

ス
ル
事
ハ
国
家
ノ
法
些
サ
レ
ド
モ
今
御
薗
則
有
へ
キ
由
被
仰
下
乏
上
ハ
衆
徒
強
チ
ニ
被
ン
成
サ
噴
づ
哉
」
ト
テ
（
同
右
皿
ウ
④
）

カ
マ
ビ
ス

㈱
「
山
門
ノ
衆
徒
ハ
発
向
ノ
喧
　
シ
キ
計
り
欺
ト
コ
ソ
存
ツ
レ
理
ヲ
モ
知
タ
リ
ケ
ル
こ
コ
ソ
争
力
御
薗
則
無
ル
ヘ
キ
」
ナ
ト
各
申
合
ケ
リ

（
同
右
摘
オ
⑧
）

㈱
其
比
の
叙
位
除
目
と
申
は
院
内
の
御
は
か
ら
ひ
に
も
非
ず
、
撮
政
関
白
の
御
薗
矧
に
も
及
ば
ず
（
覚
一
本
平
家
物
語
巻
一
1
2
2
⑤
）

㈹
今
度
山
門
の
御
訴
訟
、
理
運
の
条
勿
論
に
候
。
御
成
醜
遅
々
こ
そ
よ
そ
に
て
も
遺
恨
に
覚
候
へ
。
（
同
右
1
3
5
⑥
）

師
ま
づ
南
都
炎
上
の
事
故
入
道
の
成
蝋
に
も
あ
ら
ず
、
重
衡
が
愚
意
の
費
起
に
あ
ら
ず
（
同
右
巻
十
2
6
1
⑥
）

㈹
弟
譲
文
ヲ
手
。
ニ
キ
リ
テ
申
上
ハ
共
。
其
イ
ヒ
ア
リ
痢
励
シ
カ
タ
シ
ト
テ
（
沙
石
集
巻
三
1
1
2
左
④
）

今
回
調
査
し
た
和
漢
混
清
文
で
の
「
成
敗
」
は
右
の
考
察
で
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
同
時
代
の
古
記
録
類
の
意
味
用
法
と
同
様
に
本
来

の
中
国
語
の
「
事
の
な
る
こ
と
と
や
ぶ
れ
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
が
見
ら
れ
な
く
な
り
、
「
事
の
処
置
・
判
決
・
処
理
」
と
い
う
新
し
く
発
生

し
た
意
味
の
み
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
尚
用
法
も
本
来
の
中
国
語
の
名
詞
の
他
に
は
サ
変
動
詞
と
敬
意
を
表
す
「
御
」
を
冠
す
る
「
御
成
敗
」

「
成

敗
」
小

考



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
〇

が
見
ら
れ
る
。
特
に
例
の
㈱
等
の
よ
う
に
「
成
敗
」
が
会
話
文
に
も
現
れ
て
い
る
と
い
っ
た
こ
と
は
ま
ざ
れ
も
な
く
「
成
敗
」
の
日
常
語
化

し
た
こ
と
を
物
語
る
で
あ
ろ
う
。
「
成
敗
」
は
平
安
時
代
か
ら
本
来
の
中
国
語
と
異
な
る
意
味
が
発
生
し
始
め
た
が
、
「
慣
用
的
意
味
」
に
至

っ
た
の
が
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
日
本
で
変
化
を
見
せ
た
「
成
敗
」
の
意
味
は
鎌
倉
時
代
に
そ
の

定
着
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
鎌
倉
時
代
文
献
に
於
い
て
、
「
成
敗
」
の
変
化
し
た
意
味
の
み
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
、
そ
の

使
用
量
と
文
献
数
が
平
安
時
代
よ
り
大
い
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
と
か
ら
察
知
さ
れ
る
。

「
成
敗
」
は
変
化
し
た
意
味
と
し
て
の
み
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
本
来
の
中
国
語
の
「
事
の
な
る
こ
と
と
や
ぶ
れ
る
こ
と
」
と
い
う
意
味

が
如
何
な
る
語
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
る
の
か
。
次
の
例
を
見
て
み
よ
う
。

△
此
間
頼
政
重
成
、
信
兼
等
、
重
遣
白
川
了
、
彼
是
合
戦
巳
及
噛
楓
由
使
者
参
奏
（
兵
範
記
1
1
7
下
⑰
）

白
河

△
法
皇
此
事
聞
召
テ
、
「
甚
穏
便
ナ
ラ
ス
。
最
手
・
腋
ナ
ト
こ
昇
進
シ
ヌ
ル
モ
ノ
ヲ
ハ
、
公
家
ナ
ラ
靴
ク
雌
雄
l
ヲ
決
セ
ラ
レ
ス
。
何
況
私
ノ

麟
剣
狼
籍
ノ
至
也
」
ト
仰
ラ
レ
テ
、
（
十
訓
抄
三
上
1
0
6
⑩
）

ヨ

ウ

　

キ

ヲ

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

ウ

カ

△
勇
士
競
レ
鋒
欲
勤
決
㌢
ト
雌
樹
づ
之
由
謳
封
歌
シ
洛
中
ぺ
風
聞
山
上
〓
延
慶
本
平
家
物
語
第
一
本
7
9
オ
①
）

△
客
人
と
申
す
は
白
山
妙
利
権
現
に
て
お
は
し
ま
す
。
申
せ
ば
父
子
の
御
中
な
り
。
先
沙
汰
の
蘭
萄
は
し
ら
ず
、
生
前
の
御
悦
只
此
事
に

あ
り
（
覚
一
本
平
家
物
語
巻
一
1
2
8
⑪
）

△
両
方
百
騎
づ
ゝ
陣
の
面
に
す
ゝ
ん
だ
り
。
互
に
腺
矧
を
せ
ん
と
は
や
り
け
れ
ど
も
、
源
氏
の
方
よ
り
せ
い
し
て
腺
矧
を
せ
さ
せ
ず
。
（
同

右
巻
七
7
3
③
）

△
弘
光
申
、
「
加
様
ノ
手
合
ハ
サ
ノ
ミ
コ
ソ
侍
レ
。
廟
矧
ハ
是
ニ
ヨ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
一
サ
シ
ツ
カ
ウ
マ
ツ
ル
へ
シ
」
と
云
テ
、
（
十
訓
抄
三
上

1
0
5
③
）

カ

△
砧
二
何
事
に
も
、
勝
l
矧
に
負
け
た
ら
ん
時
は
、
い
そ
ぎ
ふ
る
ま
う
べ
し
。
我
勝
ち
た
ら
ん
時
は
せ
む
べ
か
ら
ず
。
ゆ
め
ノ
＼
勝
負
l
の
事

を
申
い
だ
す
事
な
か
れ
。
（
日
本
思
想
大
系
中
世
政
治
社
会
思
想
上
・
極
楽
寺
殿
御
消
息
3
3
9
①
）



右
に
挙
げ
た
例
の
よ
う
に
、
「
雌
雄
」
「
成
否
」
「
勝
負
」
等
の
語
は
「
成
敗
」
の
替
り
に
「
事
の
な
る
こ
と
と
や
ぶ
れ
る
こ
と
」
と
い
う
本
来

の
意
味
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
い
わ
ば
「
成
敗
」
の
意
味
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
そ
の
空
白
が
例
示
し
た
よ
う
な
語
に
よ

っ
て
補
足
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
「
成
敗
」
の
意
味
変
化
が
起
こ
る
前
に
「
事
の
処
置
・
判
決
・
処
理
」
と
い
う
意
味
が
如
何
な
る
語
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た

の
か
を
考
え
て
み
る
。

△
謹
録
二
事
状
4
伏
聴
二
対
輿
奏
可
（
三
代
貿
録
1
4
6
⑨
）

△
抑
言
上
解
文
於
官
自
有
功
剋
軟
（
九
暦
犯
⑪
）

△
右
、
得
彼
（
寺
脱
力
）
僧
慈
親
状
偶
、
件
山
不
達
禁
制
、
民
窓
伐
損
、
仇
請
劇
分
l
者
、
矧
判
（
平
安
遠
文
一
4
上
⑨
）

△
牒
、
件
塑
山
者
、
頃
年
之
間
輿
他
相
静
、
既
所
切
損
、
今
依
本
官
符
井
村
里
刀
禰
等
讃
申
而
重
宛
行
、
国
郡
酬
謝
於
寺
家
巳
華
、
（
同
右

4
下
⑤
）

△
任
囲
欲
正
判
臭
、
仇
録
患
田
、
以
諸
国
裁
l
、
謹
牒
（
同
右
3
1
下
③
）

△
件
田
口
行
耕
作
、
而
今
上
件
□
呂
等
偶
、
巳
墾
田
防
妨
、
於
心
不
穏
口
、
望
消
酬
魂
者
、
（
同
右
7
下
⑪
）

△
佃
請
劇
剣
者
、
宮
依
解
状
、
謹
話
留
劃
者
、
右
大
臣
宣
、
（
同
右
8
5
下
⑪
）

△
仇
録
可
姑
却
状
、
請
綱
酬
利
、
以
牒
上
、
（
同
右
1
7
上
⑦
）

△
申
請
本
寺
疎
酬
利
之
事
（
略
）
然
則
不
可
強
取
由
之
割
判
給
事
明
白
也
、
（
同
右
2
8
8
下
⑤
）

右
に
挙
げ
た
例
の
如
く
、
「
事
の
処
置
・
判
決
・
処
理
」
と
い
う
意
味
は
「
成
敗
」
の
意
味
が
変
化
す
る
前
に
「
裁
」
「
裁
定
」
「
判
許
」
「
虞

分
」
等
に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
亦
、
そ
の
事
柄
の
処
置
等
を
行
う
所
に
よ
っ
て
右
の
例
の
示
す
よ
う
に
「
天
・

官
・
国
・
国
郡
・
郡
・
綱
・
寺
政
所
」
等
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
が
、
今
回
調
査
し
た
文
献
で
は
意
味
の
変
化
し
た
「
成
敗
」
に
は
、
こ
の

よ
う
な
用
法
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
も
武
家
法
或
い
は
武
士
社
会
に
関
す
る
文
書
等
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
「
成
敗
」
の
意
味
用

「
成

敗
」
小

考



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

法
の
独
特
性
を
裏
付
る
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
何
故
本
来
の
中
国
語
の
「
事
の
な
る
こ
と
と
や
ぶ
れ
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
か
ら
「
事
の
処
置
・
判
決
・
処
理
」
と
い
う
意
味
が

発
生
し
た
の
か
。
以
下
そ
の
意
味
変
化
の
要
因
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
言
葉
の
意
味
変
化
の
要
因
と
言
え
ば
、
多
種
多
様
で
あ
る
が
、

（16）

大
き
く
分
け
る
と
言
語
内
部
と
言
語
外
部
と
に
よ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
尚
、
両
者
の
関
係
は
言
語
内
部
の
要
因
が
本
を
成
す
の
に
対
し
て

言
語
外
部
の
要
因
は
媒
介
的
な
働
き
を
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
本
義
と
転
義
と
の
間
に
何
ら
か
の
関
連
性
が
内
在
し
て
始
め

て
意
味
変
化
が
生
じ
る
。
但
し
そ
の
関
連
性
は
自
発
的
に
起
こ
る
も
の
で
は
な
く
、
言
語
外
部
（
社
会
・
政
治
・
階
層
等
）
か
ら
の
誘
発
が
必

要
で
あ
る
。
具
体
的
に
　
「
成
敗
」
　
の
意
味
変
化
を
も
た
ら
し
た
言
語
内
と
外
の
要
因
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

「
成
敗
」
の
意
味
を
変
化
さ
せ
た
言
語
内
部
の
関
連
性
と
は
本
来
の
中
国
語
の
意
味
と
変
化
し
た
意
味
と
の
間
に
共
通
の
要
素
が
内
含
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
成
敗
」
　
の
「
事
の
成
功
と
失
敗
、
可
か
不
可
、
勝
と
負
」
等
の
意
味
特
徴
は
変
化
し
た
意
味
に
も
依
然
と
し
て
内
在

し
て
い
る
。
い
わ
ば
「
事
の
処
置
・
判
決
・
処
理
」
　
の
内
容
は
と
り
も
な
お
さ
ず
そ
の
事
の
「
成
否
・
可
否
」
等
の
事
で
あ
る
。
か
か
る
言

語
内
部
の
共
通
し
た
要
素
を
基
盤
に
、
本
来
の
中
国
語
の
「
成
敗
」
が
「
決
・
定
・
断
」
等
の
よ
う
な
述
語
と
よ
く
共
に
使
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
連
想
し
て
「
事
の
な
る
こ
と
と
や
ぶ
れ
る
こ
と
」
の
意
味
か
ら
「
事
の
処
置
・
判
決
・
処
理
」
と
い
う
意
味
が
発
生
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
で
は
言
語
内
の
関
連
性
を
誘
発
さ
せ
た
言
語
外
の
要
因
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
考
察
で
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
「
成

敗
」
は
意
味
変
化
の
固
定
化
が
中
世
に
発
生
し
、
『
御
成
敗
式
目
』
　
の
如
く
幕
府
・
武
士
の
訴
訟
等
に
関
す
る
文
書
に
多
用
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
中
国
は
無
論
の
こ
と
、
前
の
時
代
に
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
社
会
の
現
象
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ま
ま
で
の
社
会
と
の
区

別
を
さ
せ
て
、
新
し
い
社
会
の
現
象
を
反
映
す
る
た
め
に
「
成
敗
」
　
の
意
味
変
化
を
完
成
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
世
の
中
に
新
し
い

事
象
が
次
々
と
出
現
す
る
も
の
の
、
「
表
現
さ
る
べ
き
事
が
ら
に
す
べ
て
新
し
い
手
段
を
作
り
だ
す
こ
と
は
不
経
済
で
も
あ
る
し
、
野
暮
な
行

（17）

き
方
で
あ
る
」
。
新
し
い
表
現
を
作
ら
ず
に
、
本
来
の
「
成
敗
」
の
意
味
を
変
化
、
定
着
さ
せ
て
、
新
し
い
社
会
の
現
象
を
表
し
た
こ
と
に
な

る
。



「
成
敗
」
は
意
味
変
化
に
よ
っ
て
本
来
中
国
語
の
「
決
（
定
・
断
等
）
成
敗
」
と
い
う
二
つ
の
意
味
内
容
が
そ
の
単
独
で
表
さ
れ
る
よ
う
に

（18）

な
っ
た
。
つ
ま
り
「
習
慣
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
二
つ
の
語
の
う
ち
一
つ
が
消
失
し
て
残
り
が
全
体
を
代
表
す
る
」
も
の
の
一
例
と
考
え
ら

（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

れ
る
。
そ
の
類
例
と
言
え
ば
、
「
下
若
（
之
）
洒
」
1
「
下
若
」
、
「
会
稽
（
之
）
恥
」
1
「
会
稽
」
、
「
白
波
（
之
）
賊
」
1
「
白
波
」
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。

四
、
む
す
び

以
上
、
奈
良
・
平
安
・
鎌
倉
時
代
ま
で
の
「
成
敗
」
の
意
味
用
法
を
巡
っ
て
、
そ
の
出
自
と
な
る
中
国
語
と
比
較
し
て
検
討
を
施
し
て
み

た
結
果
、
次
の
こ
と
が
判
明
し
た
。
奈
良
時
代
文
献
と
平
安
時
代
の
漢
詩
文
に
於
け
る
「
成
敗
」
は
本
の
中
国
語
の
意
味
用
法
と
一
致
し
て
、

そ
れ
を
受
容
し
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
周
じ
平
安
時
代
の
、
日
本
の
政
治
・
社
会
等
を
詳
細
に
反
映
す
る
古
記
録
類
で
は
、
「
成
敗
」
は
本

来
の
中
国
語
の
意
味
を
継
受
し
た
と
同
時
に
、
そ
の
反
映
の
対
象
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
語
と
異
な
る
意
味
も
平
安
末
期
頃
に

発
生
し
た
。
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
る
意
味
の
差
異
を
見
せ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
変
化
し
た
意
味
の
定
着
は
鎌
倉
時
代
で
あ
ろ
う
。
本
来
の

中
国
語
の
意
味
は
当
時
代
に
於
い
て
巳
に
消
失
し
て
、
新
し
く
発
生
し
た
意
味
の
み
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
用
法
と
し
て
は
中
国
語
の
名
詞

用
法
を
継
承
し
た
上
で
、
「
成
敗
ス
」
の
サ
変
動
詞
と
敬
意
を
示
す
「
御
」
を
冠
す
る
「
御
成
敗
」
と
い
う
日
本
語
の
独
自
な
も
の
も
生
じ
た
。

中
国
語
出
自
の
漢
語
「
成
敗
」
が
完
全
に
日
本
語
に
同
化
し
た
こ
と
を
反
映
す
る
。
今
後
、
更
に
資
料
を
増
し
て
所
論
の
補
正
に
努
め
る
と

同
時
に
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
「
成
敗
」
の
意
味
用
法
を
も
考
究
す
る
。
亦
、
「
成
敗
」
と
類
義
関
係
を
成
す
「
裁
・
判
」
、
「
沙
汰
」
、
「
処
分
」

等
と
の
意
味
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
も
あ
る
。

日
本
文
献
に
於
け
る
「
成
敗
」
は
そ
の
意
味
変
化
の
た
め
、
「
成
功
と
失
敗
、
勝
と
負
」
等
の
よ
う
な
元
来
の
中
国
語
の
属
す
る
対
義
的
意

味
分
野
か
ら
「
事
の
と
り
は
か
ら
い
、
き
め
」
と
い
う
意
味
分
野
に
移
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
意
味
の
転
用
さ
れ
た
「
成
敗
」
は

（21）

日
本
語
に
於
け
る
漢
語
の
意
味
変
化
の
一
類
型
と
考
え
ら
れ
る
。
か
か
る
類
型
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
漢
語
と
し
て
「
善
悪
」
「
是
非
」
「
決
定
」

「
成

放
」
小

考



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

漢
語
研
究
を
行
う
上
で
、
漢
語
の
意
味
変
化
は
等
閑
視
で
き
な
い
研
究
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
多
様
な
漢
語
の
意
味
変
化
の
全
貌
を
把
握

す
る
た
め
に
以
上
の
如
き
方
法
を
以
て
個
々
の
漢
語
を
考
究
し
、
そ
の
中
か
ら
類
型
的
な
も
の
を
抽
出
し
て
、
意
味
変
化
の
類
型
を
記
述
、

解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

注（
1

（
2

（
3

（4）（5）（6）（7）（8）（9）（10）（11）（12）（13）

前
田
富
頑
氏
「
漢
語
副
詞
の
変
遷
」
　
（
『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
　
四
・
和
泉
書
院
）

前
田
富
棋
氏
『
国
語
国
彙
史
研
究
』
　
の
第
五
章
「
語
義
変
化
と
は
」
　
（
昭
6
0
・
明
治
書
院
）

田
中
章
夫
氏
『
国
語
語
彙
論
』
　
の
第
十
章
「
語
彙
の
変
化
」
　
（
昭
5
3
・
明
治
書
院
）

△
注
（
2
）
の
著
者
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

△
池
上
嘉
彦
氏
『
意
味
の
世
界
』
　
の
第
五
章
「
意
味
の
変
化
」
　
（
昭
6
3
・
日
本
放
送
出
版
協
会
）

佐
藤
茂
氏
「
字
音
語
研
究
の
問
題
点
」
　
（
『
文
芸
研
究
』
6
9
集
・
昭
4
7
・
3
・
日
本
文
芸
研
究
会
）

中
村
元
氏
『
儒
教
語
大
辞
典
』
上
巻
7
4
5
頁
に
「
「
成
敗
」
じ
ょ
う
は
い
・
交
互
に
起
こ
る
世
界
の
生
起
と
壊
滅
。
無
常
で
あ
る
こ
と
。
」
と
記
さ
れ

て
い
る
　
（
東
京
書
籍
株
式
会
社
）

諸
橋
轍
次
氏
『
大
漢
和
辞
典
』
五
巻
1
6
頁
に
「
成
敗
」
事
の
な
る
こ
と
と
や
ぶ
れ
る
こ
と
。
勝
と
負
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
大
修
館
書
店
）

山
本
真
吾
氏
「
「
龍
蹄
」
小
考
－
漢
語
受
容
史
研
究
の
一
間
題
と
し
て
－
」
　
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
4
8
・
平
1
・
1
）

柴
田
省
三
氏
『
語
彙
論
』
英
語
学
大
系
第
7
巻
の
1
「
語
彙
研
究
の
先
駆
者
た
ち
」
（
1
9
7
5
・
5
・
1
・
大
修
館
書
店
）

同
（
8
）

同
（
8
）

「
御
成
敗
式
目
」
「
関
東
式
目
」
と
も
い
う
が
、
古
写
本
の
題
名
は
す
べ
て
「
御
成
敗
式
目
（
条
）
」
で
、
例
外
は
な
い
。
百
本
古
典
文
学
大
辞

典
』
　
（
岩
波
書
店
）
　
の
「
貞
永
式
目
」
　
の
解
説

五
味
文
彦
氏
『
院
政
期
社
会
の
研
究
』
　
（
山
川
出
版
社
）

同
（
1
2
）



（
曇
　
松
本
新
八
郎
氏
『
中
世
の
社
会
と
思
想
』
上
の
I
「
中
世
社
会
の
概
観
」
（
1
9
8
3
・
九
・
校
倉
書
房
）

△
同
（
1
2
）

（
1
5
）
　
『
国
史
大
辞
典
』
（
吉
川
弘
文
館
）
6
の
田
中
稔
氏
の
『
裁
判
至
要
抄
』
に
関
す
る
解
説

（

1

6

）

・

（

1

7

）

・

（

1

8

）

同

（

8

）

（
1
9
）
　
原
卓
志
氏
「
本
邦
に
お
け
る
漢
語
の
意
味
用
法
の
変
化
－
固
有
名
詞
出
自
漢
語
を
例
と
し
て
－
」
（
『
国
文
学
致
』
望
号
・
昭
5
6
・
1
2
・
2
1
・
広
島
大
学

国
語
国
文
学
会
）

（
2
0
）
　
原
卓
志
氏
「
白
波
－
盗
賊
異
名
の
成
立
－
」
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
四
十
五
巻
、
昭
6
1
・
1
）

（
2
1
）
　
原
卓
志
氏
「
漢
語
「
善
悪
」
「
是
非
」
「
決
定
」
「
必
定
」
の
副
詞
用
法
に
つ
い
て
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
十
四
輯
平
・
3
・
1
0
・
武
蔵
野
書
院
）

検
索
文
献

の
中
国
文
献

A
韻
文

楚
辞
、
毛
詩
（
暗
備
燕
京
学
社
引
得
）
、
穂
康
集
（
穏
康
集
校
注
本
）
、
阪
籍
集
（
院
籍
上
下
本
）
、
陸
機
詩
（
陸
士
衡
注
本
）
、
陶
淵
明
詩
文
索
引
（
堀

江
忠
通
編
）
、
謝
霊
運
詩
（
謝
康
楽
詩
注
本
）
、
謝
宣
城
詩
（
万
有
文
庫
本
）
、
全
漢
詩
索
引
（
松
浦
崇
編
）
、
王
墓
新
詠
索
引
（
小
尾
郊
〓
里
心
真

夫
編
）
、
全
漠
三
国
晋
南
北
朝
詩
上
・
下
（
丁
福
保
編
）
、
張
籍
歌
詩
（
張
籍
詩
集
本
）
、
杜
詩
（
宋
刻
本
）
、
陳
子
弟
詩
（
陳
子
昂
集
本
）
、
李
賀
詩

（
李
長
吉
歌
詩
四
巻
）
、
温
庭
筍
歌
詩
（
四
部
備
要
本
）
、
杜
牧
詩
（
契
川
詩
集
注
本
）
、
王
維
詩
（
超
松
谷
本
）
、
李
白
歌
詩
（
膠
本
）
、
白
氏
文
集

歌
詩
索
引
（
平
岡
武
夫
・
今
井
清
福
）
、
柳
宗
元
歌
集
（
宋
世
採
堂
本
）
、
孟
浩
然
詩
（
四
部
備
要
本
）
、
韓
愈
歌
詩
（
彦
本
）
、
何
氏
歴
代
詩
話
（
英

文
博
主
編
）
、
漢
詩
大
観
（
井
田
書
店
）

B
散
文

論
語
引
待
・
孟
子
引
得
・
春
秋
経
伝
引
得
・
爾
雅
引
得
・
周
易
引
待
・
萄
子
引
得
・
墨
子
引
得
（
以
上
暗
彿
燕
京
学
社
引
得
特
刊
）
、
裡
記
引
得
（
蛤

悌
燕
京
学
社
引
得
）
、
管
子
引
得
（
中
文
研
究
資
料
中
心
研
究
資
料
草
書
）
、
老
子
索
引
（
豊
島
睦
編
）
荘
子
引
得
（
弘
道
文
化
事
業
有
限
公
司
編
）
、

国
語
索
引
（
東
方
文
化
学
院
京
都
研
究
所
編
）
、
列
子
索
引
（
山
口
義
男
編
）
、
儀
裡
・
左
俸
・
公
羊
博
・
穀
梁
侍
（
以
上
十
三
経
注
疏
）
、
山
海
経

通
検
（
中
法
漢
学
研
究
所
）
、
尚
書
（
相
董
本
）
、
戦
国
策
（
土
蔵
居
彷
宋
本
）
、
論
衡
（
四
部
叢
刊
本
）
、
准
南
子
・
呂
氏
春
秋
（
四
部
叢
刊
本
）
潜

夫
論
（
四
部
備
要
本
）
、
曹
植
文
集
（
法
蘭
西
学
院
漢
学
研
究
所
）
、
史
記
索
引
・
漢
書
索
引
（
二
十
四
史
索
引
之
一
、
之
二
、
黄
福
璧
編
）
、
後
漢

書
語
彙
集
成
上
・
中
・
下
（
藤
田
至
善
編
）
、
三
国
志
及
斐
注
綜
合
引
得
（
吟
悌
燕
京
学
社
引
得
）
、
文
選
索
引
（
斯
波
六
郎
編
）
、
文
心
離
龍
索
引

「
成

敗
」
小

考



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
六

（
岡
村
繁
編
）
、
貞
観
政
要
（
貞
観
政
要
定
本
）
、
宋
史
列
博
儒
林
巻
（
中
華
書
局
）
、
世
説
新
語
索
引
（
高
橋
清
編
）
、
朱
子
語
類
口
語
語
彙
（
塩
見

邦
彦
編
）
、
資
治
通
鑑
　
（
山
名
本
）
漢
貌
六
朝
小
説
選
詳
上
　
（
上
海
古
籍
出
版
社
）
、
敦
燈
欒
文
集
（
人
民
文
学
出
版
社
）
、
教
壇
攣
文
彙
録
（
周
紹

長
編
・
上
海
出
版
公
司
）
、
教
壇
攣
文
字
義
通
繹
（
新
文
豊
出
版
公
司
）

C
漢
訳
悌
典

法
華
経
一
字
索
引
付
開
結
二
経
（
東
洋
哲
学
研
究
所
編
）
、
一
切
経
音
義
索
引
（
沼
本
克
明
・
池
田
謹
毒
・
原
卓
志
編
、
古
辞
書
音
義
集
成
1
9
）
、
大
正

新
修
大
蔵
経
索
引

D
そ
の
他

凧
文
韻
府
（
王
雲
五
編
）
、
辞
源
　
（
商
務
印
書
館
）
、
中
文
大
辞
典
（
中
国
文
化
研
究
所
出
版
）

拗
日
本
文
献

I
奈
良
時
代
語
文
献

古
京
遺
文
（
狩
谷
梗
欝
）
、
続
古
京
遺
文
　
（
山
田
孝
雄
・
香
取
秀
真
）
、
平
城
宮
木
簡
一
・
二
・
三
・
四
、
藤
原
宮
木
簡
一
・
二
、
長
置
京
木
簡
一
、

平
城
市
長
屋
王
邸
宅
と
木
簡
（
以
上
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
）
、
元
興
寺
伽
藍
縁
起
　
（
岩
波
日
本
思
想
大
系
）
、
寧
楽
遺
文
上
・
中
・
下
、
大
日
本

古
文
書
（
正
倉
院
古
文
書
（
「
十
五
）
、
東
大
寺
文
書
）
、
法
華
義
疏
（
伝
聖
徳
太
子
筆
）
、
万
葉
集
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
古
事
記
（
岩

波
日
本
思
想
大
系
）
、
日
本
書
紀
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
懐
風
藻
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
風
土
記
漢
字
索
引
（
植
垣
節
也
編
）

H
平
安
鎌
倉
時
代
語
文
献

A
仮
名
文

竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
・
土
左
日
記
・
平
中
物
語
・
落
窪
物
語
・
枕
草
子
・
源
氏
物
語
・
和
泉
式
部
日
記
・
紫
式
部
日
記
・
夜
の
寝
覚
・
狭
衣
物
語
、

（
以
上
、
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
相
即
か
げ
ろ
ふ
日
記
索
引
・
宇
津
保
物
語
本
文
と
索
引
・
大
鏡
の
研
究
・
栄
花
物
語
本
文
と
索
引
・
古
今
和

歌
集
・
後
撰
和
歌
集
・
拾
遺
和
歌
集
・
金
葉
和
歌
集
・
詞
花
和
歌
集
・
千
載
和
歌
集
・
新
古
今
和
歌
集
・
新
勅
撰
和
歌
集
・
続
古
今
和
歌
集
（
新
編

国
歌
大
観
第
一
巻
）

B
和
化
漢
文

文
華
秀
麗
集
・
菅
家
文
革
・
菅
家
後
集
・
日
本
霊
異
記
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
遍
照
発
揮
性
霊
集
・
江
都
督
納
言
願
文
集
（
六
地
蔵
寺
本
）
、

本
朝
文
粋
（
久
遠
寺
本
）
、
本
朝
続
文
集
・
朝
野
群
載
（
噺
紺
国
史
大
系
）
、
高
山
寺
本
表
白
集
（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
二
冊
）
、
凌
雲
集
・
経
国
集
・

都
氏
文
集
・
田
氏
家
集
・
雑
言
奉
和
・
栗
田
左
府
尚
歯
会
詩
・
扶
桑
集
・
本
朝
窟
藻
・
江
吏
部
集
・
侍
臣
詩
合
・
殿
上
詩
合
・
本
朝
無
題
詩
・
法
性

寺
関
白
御
集
（
以
上
、
群
書
類
従
第
六
輯
）
、
三
教
指
帰
（
天
理
図
書
館
）
、
本
朝
文
集
（
聯
紺
国
史
大
系
）



日
本
三
代
実
録
・
政
事
要
略
・
類
撃
二
代
格
・
弘
仁
格
・
律
令
・
令
義
解
・
延
喜
式
・
延
喜
交
替
式
・
貞
観
交
替
式
・
延
暦
交
替
式
・
令
集
解
・
日

本
紀
略
・
扶
桑
略
紀
・
百
練
抄
（
以
上
聯
紺
国
史
大
系
）

貞
信
公
記
・
九
暦
・
小
右
記
・
御
堂
関
白
記
・
左
経
記
・
春
記
・
水
左
記
・
中
右
記
・
帥
記
・
後
二
候
師
通
記
・
永
昌
記
・
長
秋
記
・
玉
葉
・
殿
暦
・

猪
猥
関
白
記
・
明
月
記
・
山
塊
記
・
勘
仲
記
・
康
富
記
・
台
記
・
兵
範
記
・
花
園
天
皇
展
記
・
伏
見
天
皇
廣
記
（
以
上
大
日
本
古
記
録
・
史
料
大
成
）
、

吾
妻
鏡
（
聯
紺
国
史
大
系
）
、
雲
州
往
来
等
禄
本
研
究
と
索
引
・
本
文
研
究
編
、
和
泉
往
来
（
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書
）
、
高
山
寺
本
古
往
来
（
高

山
寺
資
料
叢
書
第
二
冊
）
、
東
山
往
来
・
菅
丞
相
往
来
・
釈
氏
往
来
・
十
二
月
往
来
・
貴
嶺
問
答
・
尺
素
往
来
・
雑
筆
往
来
・
異
制
庭
訓
往
来
・
垂

髪
往
来
・
消
息
往
来
・
常
途
往
来
・
百
也
往
来
（
以
上
、
日
本
教
科
書
大
系
往
来
編
）
、
将
門
記
（
真
福
寺
本
・
勉
誠
社
文
庫
1
3
1
）
、
玉
造
小
町
壮
衰

書
（
山
内
潤
三
・
木
村
展
・
栃
尾
武
編
輯
）
、
金
剛
波
若
経
集
験
記
古
訓
考
証
稿
（
石
寺
本
・
黒
板
本
）
、
金
剛
寺
蔵
注
好
運
（
後
藤
昭
雄
編
・
和
泉

書
院
）
、
高
野
山
宝
寿
院
蔵
日
本
法
花
験
記
（
臨
川
書
店
）
、
日
本
往
生
極
楽
記
・
大
日
本
国
法
華
経
験
記
・
続
本
朝
往
生
伝
・
本
朝
神
仙
伝
・
拾
遺

往
生
伝
・
後
拾
遺
往
生
伝
・
三
外
往
生
記
・
本
朝
新
修
往
生
伝
・
諸
山
縁
起
・
白
山
之
記
（
岩
波
日
本
思
想
大
系
）
、
浦
島
子
伝
・
富
士
山
記
・
続

浦
島
子
伝
・
新
猿
楽
記
・
低
儲
記
・
遊
女
記
・
狐
媚
記
・
暮
年
記
（
以
上
、
群
書
類
従
第
六
輯
）

C
和
漢
混
清
文

今
昔
物
語
集
・
宇
治
拾
遺
物
語
・
平
治
物
語
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
発
心
集
（
発
心
集
本
文
自
立
語
索
引
・
高
尾
稔
・
長
嶋
正
久
・
清
文

堂
）
、
海
道
記
（
尊
経
閣
文
庫
本
）
、
東
関
紀
行
（
東
関
紀
行
本
文
及
び
総
索
引
・
江
口
正
弘
監
修
・
笠
間
索
引
叢
書
6
1
）
、
延
慶
本
平
家
物
語
（
勉

誠
社
）
、
源
平
盛
衰
記
（
有
朋
堂
文
庫
本
）
、
沙
石
集
（
慶
長
十
年
古
活
字
本
・
勉
誠
社
）
、
古
本
説
話
集
（
古
本
説
話
集
総
索
引
・
山
内
洋
一
郎
・

風
間
書
房
）
、
打
開
集
（
打
開
策
の
研
究
と
総
索
引
・
東
辻
保
和
著
・
清
文
堂
）
、
十
訓
抄
（
十
訓
抄
本
文
と
索
引
・
泉
基
博
編
・
笠
間
書
院
）
、
三

宝
絵
詞
（
三
宝
絵
詞
自
立
語
索
引
・
馬
淵
和
夫
監
修
・
中
央
大
学
国
語
研
究
会
編
）
、
三
教
指
蹄
注
（
三
教
指
蹄
注
総
索
引
及
研
究
・
築
島
裕
・
小

林
芳
規
・
武
蔵
野
書
院
）
、
方
丈
記
（
大
福
光
寺
本
）
、
宝
物
集
（
書
陵
部
蔵
・
古
典
保
存
会
）
、
法
華
百
座
間
書
抄
（
法
華
百
座
間
書
抄
・
小
林
芳

規
編
・
武
蔵
野
書
院
）
閑
居
友
（
閑
居
友
本
文
及
び
総
索
引
・
峰
岸
明
・
王
朝
文
学
研
究
会
編
）
明
恵
上
人
夢
記
・
却
療
忘
記
・
光
言
句
義
輝
聴
集

記
（
明
恵
上
人
資
料
第
二
エ
ロ
同
山
寺
資
料
叢
書
第
七
冊
・
東
京
大
学
出
版
会
）
北
野
天
神
縁
起
・
八
幡
愚
童
訓
甲
（
岩
波
日
本
思
想
大
系
）
、
古
今

著
聞
集
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）

（
注
、
引
得
、
索
引
に
依
っ
て
本
文
を
調
べ
た
）

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
平
成
四
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
集
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
小
林
芳
規
先
生
よ
り
貴
重
な
御

教
示
を
賜
わ
り
、
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。
又
、
論
を
成
す
に
あ
た
り
、
小
林
芳
規
先
生
、
室
山
敏
昭
先
生
に
は
終
始
暖
い
御
教
導
を
賜
わ
っ

「
成

敗
」
小

考



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

た
。
こ
こ
に
銘
記
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。




